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のであるように思われる (削 2の振幅はx 2に比して非常に小さい )0
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反応拡散方塩式
Ⅹ- 氏(Ⅹ)十 D▽ 2Ⅹ (1)
(ここにⅩは濃度ベクトル&-(Xl,x2,･･Xs),I)は対角行列 )の縮約法として,ひ
















ベキ及び各べキに対しては更に種々のタイプの項 (例えば 12に対 しては▽2¢と(▽¢)2




｢ 訂 一･flo(め)- 氏(Ⅹo(め)) (4)
これはS個の方程式から成るが,未知量は (ⅩO,flo)の S+1個であり,ひとつだけ余
分である｡ ¢の定義を適当にあたえることにより,これは解決される｡ 即ち最も便利




















9-0とした式 (5)を考えると. ¢をtと読み替えれば リミットサイクルからのSmal
disturbanceが従 う方程式となっていることがわかるo Ilが ¢の周期函数であることに
注意すれば,この方程式の解は Floquetの定理により
Ⅹ(め)- Q(め)exp(A¢).･Ⅹ(0) (6)




9(め)- ラ グZ(め)Q(拙 B>
と展開すれば,(5)は
dxz(Q)
d¢ = lzxz(め)+ gL･(6)I p -1,2,･･･S
(7)
となり, ダZは a'(め)･x ′(め)･al′ (め)の函数であるo リミットサイク′レの安定条件か




即ち,軌道上の ¢点を含む部分空間Q(め)･(11>, 12>,- ls-1>)を考え,状態
点がこの部分空間内にあれば,その状態点の位相が¢であるとするのである｡ これによ
り,(7)において Xs-0としてよく,前記の不定性は除去されたo このことから,更
に gs-0･これを解けば a'(め)が x′(b)Ia'′(め)の函数として求まり,更にこのQ'(め)
の表式を残 りの S11個の方程式 (7)に代入すれば xz(め)が x′(Q),Q'′ (め) の函数と
して求まることになる｡このようにゼロ次の方塩式 (4)の解をknownとしてiterativeに
すべての副 Ⅹ(ny)(Q)･flny(Q)Iが解けてゆくことになるOそして ¢--(即ち 1-- )
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で 昭 ,fl(nu)tはすべて ¢の周期函数 (周期 T)となることがわかる｡結局Ⅹと轟 ま




なる形式で求まり,これらの展開係数は t-- で ¢の周期函数となることがわかった｡










βエリ▽ 2β + 〟(▽β)2







最後に方程式 (10)と化学乱流発生の関係を調べるO乱流は y<0の場合に起 り(Prog･
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器-W+(1･icl,▽ 2W - (1+ic2).wL2W , (1 )
を simulateした｡ y(…1+cIC2)が正のときは,周期解が安定になり, 化学反応にお
けるパターンの形成の説明は基本的には J>0に対する式 (1)で解釈できる.一方,y
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